
?三菱電機が業界最大 320GBハードディスク搭載し、ネットワーク経由の管理も可能なデ

ジタルレコーダーを 7月 15日から発売へ 

 

 三菱電機は、監視カメラシステムで用いられるデジタルレコーダーとして、業界最大容

量の 320GB ハードディスクを搭載し、ネットワーク経由の管理もできる新製品

「DX-TL2500／TL2500(T)」（85万円）を 7月 15日から発売する。 

 映像入力は 16Ch、記録方式はWavelet圧縮デジタル記録方式（684×240画素 フィー

ルド記録）。音声記録は 1Ch。本体色はDX-TL2500が白、DX-TL2500(T)はチタン。月産

1 千台の計画。外形寸法は、約 425(W)×116(H)×375(D)mm。製作担当工場は、京都製作

所。  

昨今のテロ事件やストーカー事件、金融・流通・公共関係の犯罪増加に伴い、セキュリ

ティや監視カメラシステムに対する関心がますます高まっている。そのなかでも監視カメ

ラシステムに使われる画像記録装置は、従来のアナログ VTRであるタイムラプスVTRに

かわりメンテナンスが不要で検索などの操作が容易な、ハードディスクを使用したデジタ

ルレコーダーが主流を占めるようになってきている。 

 同社はカメラ 9入力タイプ、16入力タイプのデジタルレコーダー2機種をそろえ、業界

一の売れ行きをみせているが、金融機関・ビル監視など様々な分野で使用できる 16 入力

高機能タイプとして、今回、内蔵ハードディスクの容量を従来の 240GB から業界最大容

量の 320GB に増やし、さらに遠隔監視を可能とする通信機能を標準搭載したデジタルレ

コーダーを発売することになったもの。 

 新製品の特長は次のとおり。 

１） 業界最大容量 320GBハードディスク搭載、記録の高密度化も実現＝記録媒体として、

大容量 320GB ハードディスクを内蔵しました。別売りの 320GB 増設ユニット



「DX-ZD2」(近日発売予定)を 3台まで接続でき、計 1280GBまで拡張が可能。また、

ハードディスクの記録間隔を従来の 30コマ／秒から最大 60コマ／秒 (2CH以上記

録の場合)の高密度記録まで設定できるので、多数のカメラを使用してもカメラごとの

記録間隔が広がることなく、録り逃しのない記録ができる。 

２）通信機能搭載でネットワーク経由の管理を実現＝従来別売りだった Web サーバー機

能を標準搭載しているので、ライブ画像・記録画像を遠隔地から LAN・インターネ

ット経由で表示・再生・検索することが可能。また、別売りの通信再生ソフト

「DX-PC25」を使用すれば、本体の記録データのダウンロードや設定の変更を遠隔地

から行うことができる。さらにアラーム入力やレコーダーの障害を、指定したメール

アドレスに発報することもできる。(メールアドレスは「DX-PC25」で設定)  

３）本体色：白色およびチタン色のバリエーション＝デジタルレコーダーの採用が増え、

設置環境にあった本体色が求められているので、今回、従来の白色だけでなく、チタ

ン色の「DX-TL2500(T)」もあわせて発売し、設置場所や他機器との色調合わせに応

える。 

４）表示機能を拡張＝従来と同じように記録を止めずに過去に記録した映像を再生でき

るが、さらに表示を 2系統に分割して、再生画像とライブ画像を同時に見ることがで

きる。 

５）アラーム機能を拡張＝外部アラーム入力と記録するカメラを自由に組み合わせるこ

とが可能。監視したい場所を管理者の要望に合わせて決めることができる。 

６）オートセットアップ機能を搭載＝カレンダー設定と運用期間を入力するだけで、接続

されたカメラを自動検知し、記録間隔・記録画質を自動的に割り当てる。 

７）パン・チルト・ズーム カメラ制御機能を搭載＝三菱製の指定複合一体型カメラのパ

ン・チルト・ズームを別売りのリモートコントローラー「DX-R25」で直接制御が可



能。 

８）ワイヤード・リモート・コントロール対応＝高所など手の届かないところへデジタル

レコーダーを設置した場合でも、別売りのリモートコントローラー「DX-R25」を接

続すれば、アクセスしやすいところから本体の操作が可能。 

◆問い合わせ先＝三菱電機 通信第二部（電話:03-6221-2666／Fax：03-6221-2778） 
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